
総合福祉会館  

「ひきこもりサポート事業」について 

〔検討の経緯〕 

⑴ 検討会の開催 

行政や関係機関、民間の支援関係者にご参加いただき、主に公的支援を中心に、現状の整理と今後の

対応方針についての意見交換及び検討を行いました。 

第１回 令和２年６月 ～ 第５回 令和３年２月 （計５回開催） 

⑵ 「居場所」モデル事業の実施《「ぷち た ぷち」》 

ご本人やご家族等が集える「居場所」のモデル事業を、官民の連携により実施しました。 

第１回 令和２年８月 ～ 第７回 令和３年３月 （計７回実施） 

【場 所】飾磨保健福祉サービスセンター他  【参加者】５～１０名/１回あたり 

⑶ ひきこもり支援フォーラムの開催《支援フォーラム「相談マルシェ」》 

支援機関同士がお互いの理解を深め、顔の見える関係を作るための「つながる場」として、ひき

こもり支援をテーマとしたフォーラムを開催しました。 

【開催日】令和２年１２月 【場 所】総合福祉会館 

【内 容】支援機関紹介、人権映画上映、講演会、パネルディスカッション 

【参加者】１４４名（来場９８名 オンライン４６名） 

 

〔事業の目的と実施事業〕 

ひきこもり状態のご本人が社会参加に至るまでの中間的・過渡的な支援の充実を図るもの。 

① ひきこもり支援拠点（居場所・相談窓口）づくり 

② 相談窓口や支援機関の情報発信 

③ ひきこもり支援機関とのネットワークづくり 

④ ひきこもりサポーターの活用 

⇒居場所「ぷち た ぷち」 

⇒支援フォーラム「相談マルシェ」 

⇒「不登校・ひきこもり支援ネットワーク

ひめじ」 

 

〔支援段階における事業の位置づけ〕 

 

 

 

 

    

 

  

①「家族への 

アプローチ」 

②「本人への個

別アプローチ」 

③「中間的な集団

の場への参加」 

④「段階的な社会 

参加」 

・ひめじ若者サポートス

テーション 

・くらしと仕事の相談 

窓口 等 

(公的な機関、事

業なし) 

・播磨ブランチ 

・保健所 等 

・総合福祉会館 

・播磨ブランチ 

・保健所 等 

重点強化 

「ひきこもり「ひきこもり「ひきこもり「ひきこもりサポート事業サポート事業サポート事業サポート事業」」」」    

資料５ 



〔居場所「ぷち た ぷち」の開設〕 

ひきこもり状態の方がそれぞれのペースで安心してゆっくり過ごせる居場所「ぷち た ぷち」を開

設しました。 

「ぷち た ぷち」では、２か所の居場所を開設しています。どちらの居場所も、社会に居づらさを

抱えている方やそのご家族等年代問わずどなたでもご利用可能です。予約も必要ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔支援関係団体のネットワーク「不登校・ひきこもり支援ネットワークひめじ」〕 

子どもの貧困、児童虐待、いじめ、不登校、ひきこもり等の複合性・複雑性を有している相談ケース

に対応するために、支援者同士の分野を越えた「顔の見える関係づくり」を目指すネットワーク構築に取

り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当・問合せ先】 

 姫路市健康福祉局保健福祉部 

 総合福祉会館 

 電話：079-221-2303 

〇まちの ぷち た ぷち 

常設の居場所として週2回開催（10月から月 2日、土曜日も開設）。 

支援機関の情報発信も行っています。 

場 所  姫路市呉服町48大手前通りハトヤ第一ビル５階 

曜日（時間）  月曜・水曜（10時～１５時）  土曜（月２日）（１０時～１２時） 

参加費  一人１００円/月 

〇ぷち た ぷち 飾磨 

月１回の開催。月ごとにイベントを予定しています。（イベント参加は自由です。） 

場 所  姫路市飾磨区英賀清水町１丁目５－１ 飾磨保健福祉サービスセンター  

時 間  １３時～１５時 

参加費  一人１００円/回 

不登校・ひきこもり支援ネットワークひめじ不登校・ひきこもり支援ネットワークひめじ不登校・ひきこもり支援ネットワークひめじ不登校・ひきこもり支援ネットワークひめじ    

総合教育センター 

県ひきこもり相

談支援センター

播磨ブランチ 

ひめじ若者サポー

トステーション 

ひょうご発達障害者

支援センタークロー

バー上郡ブランチ 

保健所健康課 

民間支援者団体 

当事者団体 

労働政策課 

くらしと仕事の

相談窓口 

障害福祉課 

総合福祉会館 

県青少年課 

ハロ—ワーク 

県精神保健

福祉 

センター 

県立こどもの館 


